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 教 育の原点  

 教 育に関する、ある先生の文章を紹介し
ます。  
『もう 50数 年も前の中学時代の恩師との出
会いを思い起こす。中学３年の秋、優しか
った母を癌で亡くした。勉強も殆ど進まぬ
まま公立校のみを受験し、亡き母のために
も何としても合格したいと心から祈った。  

 し かし、発表の日、合格者の中に自分の

番号を見つけることはなかった。全てを失

ったと思った。いっそ母のもとに行こうか

とも思った。その勇気もないまま、冬の陽

は暮れようとしていた。  

 今 から学校に報告に行く。なぜもっと早
く報告に来ないのかと厳しく叱られること
は覚悟していた。いや、先生方は皆、帰っ
てしまって誰もいないかも知れないと思っ
た。しかし、大きな校舎の中で職員室だけ
灯りがともっていた。職員室に入ると担任
の久保寺先生がひとり残っていらした。こ
れは大変申し訳ないことをしたとの思いと
「不合格でした」との報告に母の姿が重な
り、涙が止まらなくなってしまった。  
 先 生は、遅くなったことについていっさ
い叱らず、「そうか、長い人生には色々な
ことがある。そのひとつひとつを乗り越え
てこそ人は豊かになっていく。人の生きる
道はひとつではない。これからのことを一
緒に考えよう」と語りかけてくれた。その
時かもしれない。自分が教師を目指そうと
したのは。この担任の先生との出会いがな
ければ今の自分は無いと思っている。  
 教 職は、子ども一人一人の人生を決定づ
けるまでの崇高な営みである。本当に一人
一人の子どもを大切にする真の愛情と情熱
、そして、子ども達一人一人が自分は愛さ
れているということを知れば必ず勇気が湧
く。それが教育の原点のような気がする。
』  
 最 終段落の「教職は」の文言は、「子育
ては」に、「教育の原点」は「子育ての原
点」に置き換えることもできるのではない
かと思いますが、いかがでしょう。  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前 期児童会役員  

会  長  ５年２組  大川  夢乃  
副会長   ５年１組  岩口  竜馬  
副会長  ５年２組  中澤  優斗  
書  記  ５年２組  﨑山  心  
書  記  ５年２組  長谷川  剛之  
 
 上 記 5名の皆さんが役員として選ばれ
ました。王子ヶ浜小学校のニューリーダ
ーです。この１年間、６年生が築いてく
れた素敵な学校をより一層いい学校にす
るために、よろしくお願いします。  
 

６年生を送る会  

  延期していた６送会を明日実施します
。お忙しいとは存じますが、ぜひご参観
ください。  
 
【 発表内容】  
３年生  リコーダー演奏「山のポルカ」
    「 パフ」他  
１年生  鍵盤ハーモニカ演奏   
        歌「にじ」  
２年生  鍵盤ハーモニカ演奏  
    歌 「あえてよかった」他  
幼稚園  ダンス「みんなでハッピー」  
５年生  音読劇「見るなのざしき」  
４年生  合唱「校歌」「かけがえのない
    こ と」  
職員   合 唱「にじいろ」  
６年１組  劇「桃太郎」  
６年２組  ダンス「マリオを 6年 2組で  
    お どってみた」  
みんなで歌おう「ひまわりの約束」  
 
 全 校で、６年生に「ありがとう」そし
て「卒業おめでとう」の気持ちを込めて
発表します。  
 
 
【 予  定】  
3月 1 0日 (金 )  卒業遠足  
3月 2 2日 (水 )  卒業式  
3月 2 4日 (金 )  修了式  
3月 2 9日 (水 )  離任式  
 

 


